
立体アート

クリスマスツリー（アートフラワー）

足立あかしあ園１

12月といえばクリスマス。月に2回行っているフラワー
アレンジメントクラブで、講師から花の特徴や由来等の説
明を聞きながら作りました。円錐の形をしたクリスマスツ
リーにボールやプレゼント、リボン等を飾り思い思いのク
リスマスツリーを制作しています。

細かな飾りをつけるのは難しかったですが、こだわって作
りました。

説明

感想

第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あいのわ福祉会 足立あかしあ園



立体アート

音楽隊

足立あかしあ園２

「音楽隊」というテーマをもとに、パステルシャインアー
トクラブで制作しています。クレヨンと画用紙を使いかた
どられた楽譜や星、音楽隊の帽子、顔等を使い自分たちで
色を決め塗っているので、オリジナルな作品が出来上がり
ました。

色のバランスに気を付けながら作りました。

説明

感想

第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あいのわ福祉会 足立あかしあ園



立体アート

クリスマスツリー（書道）

足立あかしあ園３

書道では、墨のにおいを感じながら「クリスマス」をテー
マにクリスマスツリーを書きました。講師にチェックをし
て頂きアドバイスを参考にしながら作成しました。最後に
は、先生からクリスマスツリーにオレンジ色の星と講師の
ハンコを押してもらいました。

筆に墨をつける量やとめを意識して書きました。

説明

感想

第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あいのわ福祉会 足立あかしあ園



立体アート
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あいのわ福祉会 足立あかしあ園

クリスマスツリー（書道）１
足立あかしあ園４

書道では、墨のにおいを感じながら「クリスマス」をテー
マにクリスマスツリーを書きました。最後には、先生から
クリスマスツリーにオレンジ色の星と講師のハンコを押し
てもらいました。

均等に墨がいきわたるよう筆につける量を気を付けて書き
ました。

説明

感想



立体アート
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あいのわ福祉会 足立あかしあ園

クリスマスツリー（書道）２
足立あかしあ園５

書道では、墨のにおいを感じながら「クリスマス」をテー
マにクリスマスツリーを書きました。講師のアドバイスを
参考にしつつ納得が行くまで何度も書き直しました。

筆に墨をつける量を意識して書きました。

説明

感想



立体アート
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あいのわ福祉会 足立あかしあ園

クリスマスツリー（書道）３

足立あかしあ園６

墨のにおいを感じながら「クリスマス」をテーマにクリス
マスツリーを書きました。講師や一緒に作成した方々と相
談しながら、半紙の中心にクリスマスツリーが来るように
意識しています。最後には、先生からクリスマスツリーに
オレンジ色の星と講師のハンコを押してもらいました。

半紙に書くときに「とめ」を意識して書きました。

説明

感想



立体アート
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あいのわ福祉会 足立あかしあ園

クリスマスツリー（アートフラワー）１

足立あかしあ園７

月に2回行っているフラワーアレンジメントクラブで講師
からの説明を参考に作りました。円錐の形をしたクリスマ
スツリーにボールや星等を飾り、思い思いのクリスマスツ
リーを制作しています。

細かな飾りをつけるのは難しかったです。

説明

感想



立体アート
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あいのわ福祉会 足立あかしあ園

クリスマスツリー（アートフラワー）２

足立あかしあ園８

12月と言えばクリスマス。月に2回行っているフラワー
アレンジメントクラブで講師の説明を参考にしたり、隣で
作成している人と相談しながら作りました。クリスマスツ
リーにプレゼントやリボン等を飾り、思い思いのクリスマ
スツリーを制作しています。

細かな飾りや綿をどのぐらいつけるか迷いつつも作りまし
た。

説明

感想



立体アート
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あいのわ福祉会 足立あかしあ園

クリスマスツリー（アートフラワー）３

足立あかしあ園９

12月と言えばクリスマス。月に2回行っているフラワー
アレンジメントクラブで講師からの説明を参考に作りまし
た。円錐の形をしたクリスマスツリーにプレゼントやリボ
ン等を飾り、思い思いのクリスマスツリーを制作していま
す。

細かな飾りをつけるのは難しかったです。

説明

感想



立体アート

カラフルライト

中村 好子

カラフルでかわいいライトカバーを作りました。
風船に糸を巻きつけるのが難しく、何度も失敗してしまい
ました。様々な色を使い、ライトも付けたので、夜でも素
敵な仕上がりになったと思います。

ぜひ皆さん見て下さい。

説明

感想

第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あいのわ福祉会竹の塚あかしあの杜きずな



立体アート

私の大好きなもの写真立て

岸本 英子

日中の活動で作ったクリスマスツリーの貼り絵を、自分で
飾りつけした写真立てに入れてみました!!!

紙ねんどを一生懸命こねて、枠にはめるのが難しかったで
すが、心を込めて作りました！

説明

感想

第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あいのわ福祉会竹の塚あかしあの杜きずな



立体アート

アイロンビーズツリー

ビューティー・ペア

日中の活動で、得意なアイロンビーズを使って花の形をた
くさん作りました！作った花は、クリスマスツリーの飾り
にして色鮮やかに仕上げています!!

じっくり見て下さい♪

説明

感想

第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あいのわ福祉会竹の塚あかしあの杜きずな



立体アート

雪だるまの兄弟

綾瀬なないろ園 生活介護事業

お花紙をメインで使用して、クリスマスをイメージしたも
のを創作しました。風船を使って雪だるまの兄弟を作り、
チーズの空き箱を利用してクリスマスの壁飾りも創作！厚
紙や折り紙を使用してサンタクロースも作りました。ひげ
のところは、綿を使用しています。その他、ポインセチア
やツリーも作り、これぞクリスマスです！！！

みんなで楽しく創作をしました。

説明

感想

第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あだちの里 綾瀬なないろ園



立体アート
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あいのわ福祉会 綾瀬あかしあ園

ぶどう

Dグループ

美味しいぶどうが出来ました。

一粒一粒心をこめて作りました。

説明

感想



立体アート
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

足立区綾瀬福祉園

あやっち

織物作業班

糸から利用者さんが選び、さをり織りの布から、綾瀬福祉
園のキャラクター「あやっち」を作りました。利用者さん
が綿を入れたり、目や口をつけたりし、同じものが二つと
ありません。大きさも3種類ありますので、好きなあやっ
ちを見つけてくださいね。

たくさんのあやっちを作り、販売などで売れるととても嬉
しかったです。

説明

感想



立体アート
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あいのわ福祉会 花畑あかしあ園

新鮮なお寿司とビールをどうぞ！

祁答院 卓也、工藤 政樹

紙粘土で新鮮なお寿司（握りや巻き寿司）と、それに合う
ビールの形を作り、色を塗って美味しく見えるように作り
ました。

職員にも手伝ってもらいながら、二人で協力して一生懸命
作りました。

説明

感想



立体アート
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あいのわ福祉会 花畑あかしあ園

カラフルなリース

今村 詠子

毛糸のボンボンを繋げてリースにしました。カラフルにな
るよう、たくさんの色のボンボンを使って作品を仕上げて
います。

ボンボンを繋げるのが難しかったです。

説明

感想



立体アート
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あいのわ福祉会 花畑あかしあ園

仲間の動物たち

今村 詠子

毛糸のボンボンで動物の身体や頭を作り、フェルトを切っ
て目や鼻を仕上げています。

フェルトを切るのが大変でしたが、一生懸命作りました。

説明

感想



立体アート
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

足立区立伊興中学校

藁筆
金本相輝、福山快治、菊地弘人、菅原琉生、初見彩音

藁の節を一つずつ切って抜いていきました。最後に一本の
丈夫な芯がでてきたものを「実後（みご）」、外側の葉を
「袴」と言います。袴を脱がせてゴミを取り、集めてし
ばって藁筆にしました。

作り方は簡単でしたが、歴史を感じました。

説明

感想



立体アート
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あだちの里 希望の苑（入所）

妖精の住むクリスマスツリー

チーム小活動

クリスマスツリーの中に、沢山の妖精をちりばめました。
妖精はどんぐりや松ぼっくりで制作し、外出時等に材料集
めを行いました。一つ一つ表情の違う妖精達が見どころで
す。表情の絵付けや、色付け等、細かい作業が多くありま
したが、一つの大きな作品を作り上げられたことはチーム
小活動の大きな達成感となりました。

集中して作業に取組むことが出来ました。

説明

感想



立体アート
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あだちの里 希望の苑（通所）

クリスマスツリー

葵工房

クリスマスが近いという事で、紙コップでクリスマスツ
リーを作成しました。一つ一つ、ご利用者が色を塗ったり、
シールを貼ったりして飾りつけをしました。全ての紙コッ
プの飾りつけが違うので、一人一人の個性が溢れた作品に
なっています。

とても楽しかったです。

説明

感想



立体アート
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あだちの里 希望の苑（通所）

クリスマスリース

葵工房

クリスマスツリーと併せて、クリスマスリースの作成をし
ました。リースは、スパンコールやシールを用いて装飾を
しています。クリスマスリースも全てご利用者が拘ってつ
くりました。

楽しかったです。

説明

感想



立体アート
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あだちの里 江北ひまわり園

スノードームツリー

作業訓練型創作クラブ

クラブのメンバーが一人一つずつスノードームを作りまし
た。クリアカップの中に雪だるまや綿雪入れ、思い思いの
クリスマスの風景が広がります。そしてそれぞれのスノー
ドームをあわせて作ったクリスマスツリー。一人一人の世
界観が合わさって、とても賑やかなツリーが出来上がりま
した。

創作クラブは細かい作業が好きな方、また綺麗なものが好
きな方が多く、皆で楽しんで作りました。ビーズやテープ
を使うのがお好きな方が多いです。

説明

感想



立体アート
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あだちの里 江北ひまわり園

クリスマスマグカップ

作業訓練型もくれんグループ

もくれんグループのご利用者と、クリスマスマグカップを
作りました。マグカップには思い思いの柄や絵を描き、ク
リスマスシールを貼りました。マグカップの中には綿を入
れ、好きな飲み物をイメージしながら色をつけました。ど
のクリスマスマグカップもカラフルで素敵なマグカップに
なっています！

説明

皆さん、とても集中して活動に参加されていました。１つ
１つのマグカップには、皆さんの個性が出ていると感じま
す。

感想



立体アート
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あだちの里 江北ひまわり園

お弁当

あけびグループ、かりんグループ

あけびグループとかりんグループのご利用者が紙粘土でお
皿や食べ物をつくりました。きのこは制作時期が秋だった
ため、秋にぴったりの赤色で塗られています。またお皿も
赤色やオレンジ色に塗られ、とても鮮やかなお皿となって
います。石と小石は支援員と一緒に考えながら制作し、金
色でとてもゴージャスな石が出来上がりました。お弁当は
ご利用者と支援員で協力して作りました。とてもおいしそ
うな食べ物たちが入っています。

お弁当や石などご利用者が作りたいと思った物を支援員と
協力して楽しんで作りました。

説明

感想

きのことお皿 お皿

石と小石



立体アート
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あだちの里 江北ひまわり園

あけびグループ、かりんグループ

かおは手を使って薄くのばし、目や鼻は木の枝やどんぐり
のぼうしを使って作っています。ピザは丸い生地の上に
トッピングがされており、とてもおいしそうなピザが出来
上がりました。ハリネズミの針は木の枝で作られています。
赤く塗られたハリネズミはとても鮮やかで個性あふれる作
品となっています。鉛筆立てはどんぐりがついていて鉛筆
が4本入ります。ケーキはショートケーキをイメージして
作られています。

食べ物はとても美味しそうに作ることができて良かったで
す。食べ物以外の作品もとても個性あふれる作品になって
いると思います。

説明

感想

かお

ピザ

ケーキ鉛筆立て

ハリネズミ



立体アート
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あだちの里 江北ひまわり園

あけびグループ、かりんグループ

小物入れはふちをどんぐりで飾り、赤色で塗られています。
色んな小物を置くことができます。バスはご利用者が乗っ
ているバスを再現しています。だんごは３つ団子を作り、
それを木の枝に刺しています。焼き目の色がとてもおいし
そうです。ペロペロキャンディーは木の枝に飴が付いてい
ます。赤色やオレンジ色で塗られた飴はとてもかわいらし
いです。

自分の乗っているバスを作ることができて楽しかったです。
どの作品も一生懸命ご利用者が作った作品です。ぜひご覧
ください。

説明

感想

だんご ペロペロキャンディー

バス
小物入れ



立体アート
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

足立区障がい福祉センターあしすと 社会リハビリテーション室

私の一輪挿し

すいかちゃん

籐細工の一輪挿しです。土台は寄木で作成してあり、大き
さは縦横５㎝・高さ15㎝程度の小ぶりで可愛らしい印象
の作品です。あえて着色はしておらず籐や寄木の自然素材
の良さが生かされています。全体は素編みされており、上
部の縁の始末は一本芯編みで優しい印象の作品です。今ま
であまり工作や手仕事の経験はなかった方ですが、リハビ
リで初めての作品制作チャレンジとなり御本人の自信や記
念にもなりました。

飾ってあった手作りの一輪差しがとても素敵で、私も作っ
てみたいと思い制作しました。

説明

感想



立体アート
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

足立区障がい福祉センターあしすと 社会リハビリテーション室

みかん入れ

昌美

籐の色を活かした籠です。籠の大きさは直径23㎝、高さ
7㎝で、仕上げのスカラップ編みを含めると高さは14㎝
です。仕上げに工作用のニスを１度塗って、光沢を出して
います。縦芯は２本芯を９本で少な目にし、横芯はざっく
りと編んでいきました。後始末を行うためのスカラップ編
みもそれぞれに１本芯を追加して、２本芯で行いました。
作者は左片麻痺であるため、重石など補助具を使用して右
手だけで編みました。

底から芯を立ち上げる工程が難しかったですが、完成させ
た自分を褒めてあげたいです。

説明

感想



立体アート

いまさらジロー おでん屋ジロー

中島恒雄

夏に焼き肉屋でお肉を食べている時にビビッと衝動がわき
ました。すぐに作品を作り始め1年間にわたり作業を重ね、
おでん鍋でぐつぐつと煮たおでんが出来上がりました。
澄んだダシで軟らかくなるまで煮込んだ大根、こんにゃく
にさつま揚げ、それにタコ。一つ一つの具材に細部までこ
だわりぬいて生まれるハーモニー。
おでん屋ジローのアツアツおでん、出来上がりました！

おススメはこんにゃくです。独特の触感を再現しています。

説明

感想

第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あいのわ福祉会 神明デイサービスセンター



立体アート

アクアリウム
福祉園利用者

水槽の中でキラキラと輝く魚や海藻などをイメージして作
りました。自由に泳ぐ色とりどりの魚たちを利用者の方々
も目で楽しんでいる様子がありました。水槽や魚、海藻な
どの作品を1グループ～4グループの皆さんがそれぞれ担
当し１つの作品にしました。

楽しみながら作りました。

説明

感想

第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あいのわ福祉会 神明福祉園



立体アート
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

足立区肢体障害者福祉協会

しょい籠
クーちゃん

テレビを見て作りたいと思いました。１５～１７センチの
高さの丸いかごです。背負う紐が２本ついています。真ん
中がふっくらしています。私は東京育ちなのでイメージが
わきませんでした。

背負う紐が難しかったです。

説明

感想



立体アート
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

足立区肢体障害者福祉協会

ミニたんす
すずめ会

和紙工芸の美しさが伝わるように、いろいろなパーツの組
み合わせ作りました。ボール紙の角はきっちり合わせない
と形が崩れます。特に角をしっかり作ることが美しさのポ
イントです。糊付けは一気にしないと崩れて貼れなくなり、
はみだしてしまいます。引き出しも一個ずつ作り、乾いて
から組み合わせました。

角がうまくいかず大変でした。和紙の貼り方で美しさも
違ってきます。

説明

感想



立体アート
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あだちの里 竹の塚福祉園

収穫祭

竹の塚福祉園

テーマは「秋・冬の収穫祭」！雪の中にいるクマが持って
いる籠いっぱいに収穫した野菜や果物をウサギやカカシが
一緒に喜んでいる様子を作品にしました。針金とクラフト
バンドで作品の中に立体的な籠を作り、その中に様々な素
材で作ったブドウやサツマイモ、大根などを入れて表現し
ました。ご利用者が作った大根や白菜等の野菜は、お花紙
や紙皿、折り紙などを丸めたり色を塗ったりして、本物に
見えるように作成しました。

へのへのもへじを頑張って描きました。他にも白い色紙に
緑の色を付けて白菜を表現するのが難しかったけれど上手
に出来ました。

説明

感想



立体アート
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あだちの里 竹の塚ひまわり園

ぼくの化石

鳥井 尚行

セロハンテープを幾重にも貼り合わせ、ご本人のイメージ
を具現化する造形に取り組んでいます。展示作品の他にも、
大小いくつかの作品があります。この創作活動自体が、ご
本人にとっての安定に繋がっています。これからもセロハ
ンテープを貼り重ね、作り続けていきます。

セロハンテープで作ったアート作品です。
楽しかった。面白かった。

説明

感想



立体アート
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あだちの里 竹の塚ふれあいセンター

ふれあい動物園

竹の塚ふれあいセンター

段ボールを丸く切り、毛糸を巻き付けてヒツジやライオン、
タヌキ等たくさんの動物を作りました。クリスマスが近い
ので、サンタの帽子をかぶせました。毛糸で編んだクリス
マスツリーと雪だるまも飾り、にぎやかな動物園が出来上
がりました。

色々な動物を飾って最高の動物の仲間が増えました。
可愛くできたと思いました。

説明

感想



立体アート
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あいのわ福祉会 舎人あかしあ園

リース

舎人あかしあ園

近隣の公園を散策しながら見つけた枝や落ち葉に、色とり
どりのしぶき模様をペイントして、リースの土台に貼り付
けました。仕上げに雪に見立てた綿を少し乗せて、冬化粧
をしています。素材たちから秋を、色合いから冬を感じる
ことができるので、このリースが寒い季節も楽しいものだ
と感じさせてくれます。

仲間と散歩しながら材料を探し、素材の感触を味わいなが
ら作りました。

説明

感想



立体アート
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あいのわ福祉会 舎人あかしあ園

リース作りは活動の時間に近隣の公園を散歩し、とんぐり
や松ぼっくり等の木の実を集めました。飾りにはハーブを
中心に、ローズマリー、ミント、ラベンダー、ミカンを使
いました。五感を使って楽しめるように、木の実のゴツゴ
ツ感に触れてみたり、ハーブの香りや実になっているミカ
ンを採って匂いを感じてみたり、作る前に嗅覚、視覚、触
覚で楽しんでからリーフ作りに取り組みました。

ハーブや木の実の自然の感触や匂いを感じながら制作し、
皆さんいい笑顔を見せてくれました。

説明

感想

リース

舎人あかしあ園



立体アート
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あだちの里 梅田ひまわり工房

愉快なサンタと手形タペストリー
梅田ひまわり工房

ミニサンタクロースが、笑顔と共にたくさんのハッピーを
運んできました。サンタの体に見立てた紙コップには赤い
衣装を、笑顔の顔写真にはサンタの帽子を被せました。衣
装と帽子には白い綿を付けて、ふわふわした様子を表現し
ました。手形タペストリーは、緑色の絵具を手のひらに塗
り、布にスタンプしていきました。順番に段を重ねていき
クリスマスツリーを再現しました。クリスマスが楽しく過
ごせるよう願いを込めました♪

絵具を手のひらに塗るのが、くすぐったかったです。可愛
いサンタさんが完成しました。

説明

感想



立体アート

秋
安斎 さゆり

我が施設周辺の公園に落ち葉やどんぐり達の装いが見られ
た頃、創作クラブでは「自然を楽しく愛しむ」をテーマに
創作活動を行いました。どんぐりはポスターカラーなどで
顔を描き、木の枝に並べて「楽しい公園」を表現しました。
落ち葉や松ぼっくりたちにおしゃれな色を塗り、キラキラ
する飾りを付けました。

楽しかった。木にくっつけるのが難しかったがよくできた。
背景の色も自分でいいと思った。

説明

感想

第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あだちの里 谷在家福祉作業所



立体アート

どんぐりのピクニック

杉浦 好香

我が施設周辺の公園に落ち葉やどんぐり達の装いが見られ
た頃、創作クラブでは「自然を楽しく愛しむ」をテーマに
創作活動を行いました。どんぐりはポスターカラーなどで
顔を描き、木の枝に並べて「楽しい公園」を表現しました。
落ち葉や松ぼっくりたちにおしゃれな色を塗り、キラキラ
する飾りを付けました。

どんぐりの家族が木に登っているイメージで作りました。
難しかったけど楽しかったです。葉っぱの部分とピンクの
松ぼっくりが上手にできました。

説明

感想

第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あだちの里 谷在家福祉作業所



立体アート

木の上のねこ

田代 勇二

我が施設周辺の公園に落ち葉やどんぐり達の装いが見られ
た頃、創作クラブでは「自然を楽しく愛しむ」をテーマに
創作活動を行いました。どんぐりはポスターカラーなどで
顔を描き、木の枝に並べて「楽しい公園」を表現しました。
落ち葉や松ぼっくりたちにおしゃれな色を塗り、キラキラ
する飾りを付けました。

どんぐりにねこをマジックで書いて、糊を付けて作りまし
た。よくできたと思います。楽しかったです。

説明

感想

第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あだちの里 谷在家福祉作業所



立体アート

みんなが遊んでいるクリスマス

オリーブ

我が施設周辺の公園に落ち葉やどんぐり達の装いが見られ
た頃、創作クラブでは「自然を楽しく愛しむ」をテーマに
創作活動を行いました。どんぐりはポスターカラーなどで
顔を描き、木の枝に並べて「楽しい公園」を表現しました。
落ち葉や松ぼっくりたちにおしゃれな色を塗り、キラキラ
する飾りを付けました。

ちょっと硬くてすぐコロンコロンとなるけど、とてもかわ
いらしくて自分でも気に入りました。

説明

感想

第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あだちの里 谷在家福祉作業所



立体アート

自由創作
坂本 朝子

様々な色の折り紙をそれぞれ折って、思いのままにはさみ
で切りました。広げてみると1つ1つ違う花びらのような
形が浮かび上がり、それらを黒い模造紙いっぱいに貼り付
けました。

様々な折り紙を切り抜きました。デザインを考えるのが大
変でした。

説明

感想

第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あだちの里 谷在家福祉作業所



立体アート
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あだちの里 谷在家福祉作業所

虹
創作クラブ

青の花紙を千切って空に見立て、その上に7色の輪飾りで
虹をつくり、立体的な虹を作りあげました。カラフルで素
敵な作品が出来上がりました。

沢山の輪飾りを作るのが大変でしたが、完成した作品を見
たら嬉しくなりました。

説明

感想


